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〔論文審査の要旨〕 

 

 本研究は，機械加工の中でも難削材料のミリング加工へのレーザ加熱法の援用効果について論じている。 

 第 1 章では，研究背景と目的について述べている。 

 第 2 章では，難削材のミリング加工のレーザ加熱援用についての理論的および実験的な過去の研究事例を紹

介している。 

 第 3 章では，本研究のために開発した実験装置を紹介し，工具―被削材熱電対法による温度測定手法を解説

するとともに較正実験方法と結果を示している。また，NC フライス盤上におけるレーザ加熱時の温度上昇を

測定し，被削性向上効果を評価するための指標温度を得るためのレーザ照射条件を明らかとしている。 

 第 4 章では，代表的難削材の一つであるインコネルに対してレーザ加熱エンドミル加工実験を行った結果に

ついて論じている。レーザ加熱温度，切削速度，チャンバー内雰囲気を変化させた加工実験を行い，切削抵抗，

切削温度，切くず厚さ，せん断面せん断応力，工具摩耗，仕上げ面粗さを評価している。 

 第 5 章では， 製作した実験用チャンバー内の雰囲気を変化させた場合のレーザ加熱を検証しており，大気

中，圧縮空気供給，アルゴンガス中の三種類の条件下で酸化反応の影響，ガス流による冷却効果を比較した。

評価対象は切削抵抗，切削温度，切くず厚さ，工具摩耗，仕上げ面粗さの各指標である。 

 第 6 章では，高硬度金型鋼の表面硬化層除去ミリング加工へのレーザ表面処理効果を論じている。ガス窒化

処理層を高効率で除去するためのレーザ表面処理条件を明らかとし，非切削抵抗により加工性向上効果を評価

している。 

 第 7 章では，本研究によって得られた結果を総括して提案手法の有効性について論じている。 

 

以上，工学上有用な研究成果を得られており，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与され

る十分な資格があるものと認められる。 

 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


